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椎
尾
弁
匡
師
の
「
佛
教
と
共
生
」
つ
い
て

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

有

本

智

心

一
、「
共
生
」（
と
も
い
き
）
を
佛
教
界
に
提
起
し
た
椎
尾
弁
匡
師
の
人
物
像
と
経
歴

今
年
の
中
央
教
研
の
テ
ー
マ
「
日
蓮
宗
の
教
化
学
を
考
え
る
ー
多
様
社
会
を
共
に
生
き
る
」
か
ら
第
一
分
科
会
通
年
研
究
調
査
事
項
と

し
て
「
現
代
と
宗
学
」
・
・
共
生
と
は
（
一
般
社
会
、
浄
土
思
想
、
法
華
経
）
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。
そ
の
前
に
こ
の
「
共
生
」
と
い

う
文
字
で
佛
教
界
へ
提
起
し
た
と
い
う
、
椎
尾
弁
匡
師
に
つ
い
て
、
そ
の
経
歴
を
調
べ
て
み
た
。
師
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
愛
知
県

の
真
宗
高
田
派
円
福
寺
住
職
椎
尾
順
位
師
の
５
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
浄
土
宗
本
校
（
大
正
大
学
の
前
身
）
卒

業
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
に
学
び
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
東
京
大
学
入
学
、
哲
学
科
宗
教
学
専
攻
、
同
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
卒

業
と
同
時
に
浄
土
宗
宗
務
所
に
入
り
教
学
部
長
と
な
り
、
元
祖
（
法
然
上
人
）
七
〇
〇
遠
忌
準
備
に
着
手
し
、
記
念
伝
道
隊
を
結
成
「
浄

土
宗
全
書
」
の
刊
行
等
次
々
に
教
化
事
業
を
推
進
し
て
近
代
浄
土
宗
の
躍
進
の
基
点
を
構
築
し
た
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
宗
務
所

を
辞
し
学
位
論
文
に
取
り
か
か
り
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）「
釈
尊
よ
り
シ
ャ
ン
カ
ー
ラ
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ヤ
ニ
至
る
イ
ン
ド
哲
学
」
を

東
京
帝
国
大
学
に
提
出
、
文
学
博
士
と
な
る
。
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
大
正
大
学
が
設
立
さ
れ
教
授
と
な
り
主
任
、
学
部
長
そ
し

て
昭
和
一
一
年
六
代
学
長
、
以
後
一
七
年（
一
九
四
二
）一
九
代
、
二
七
年（
一
九
五
二
）一
四
代
学
長
を
勤
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
〇
年（
一

九
四
五
）大
本
山
増
上
寺
第
八
二
世
と
な
り
、
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
九
五
歳
で
遷
化
す
る
ま
で
宗
門
の
興
隆
の
た
め
東
奔
西
走
の

活
動
を
さ
れ
た
と
あ
る
。
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又
、
政
治
の
方
面
で
も
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
第
一
回
普
通
選
挙
に
立
候
補
し
て
衆
議
院
議
員
と
な
り
二
期
勤
め
る
。
国
際
的
視

野
も
多
く
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九

四
三
歳
）
朝
鮮
佛
教
協
会
を
作
り
、
朝
鮮
、
満
州
に
も
伝
道
に
旅
立
ち
、
戦
時
中
に
は
日
中
同
願

会
（
王
兆
銘

南
京
政
府
時
代
）、
戦
後
に
も
日
中
同
願
会
（
蒋
介
石

南
京
国
民
政
府
時
代
）
と
、
日
中
友
好
に
尽
く
し
、
昭
和
二
五

年（
一
九
五
〇
）ハ
ワ
イ
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
布
教
伝
道
し
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二

七
六
歳
）
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
世
界

佛
教
徒
会
議
の
会
長
を
務
め
た
。

教
育
面
で
は
大
学
の
他
名
古
屋
の
東
海
中
学
校
、
東
海
学
園
長
、
東
海
女
子
短
期
大
学
学
長
を
務
め
、
多
く
の
人
材
を
世
に
送
り
出

し
、
衆
議
院
議
員
の
時
、
教
育
審
議
会
委
員
と
な
り
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
か
ら
四
年
間
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
教
育
刷
新
審
議
会

委
員
と
な
っ
て
、
教
育
の
刷
新
に
尽
力
さ
れ
た
。

特
に
こ
の
度
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
共
生
」（
き
ょ
う
せ
い
）
を
（
と
も
い
き
）
と
読
ん
で
在
家
信
仰
運
動
の
師
表
と
さ
れ
た
。
師
は

宗
教
は
必
ず
社
会
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
大
正
期
に
お
け
る
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
不
安
、
思
想
界
の
混

乱
、
そ
し
て
第
二
次
大
戦
の
戦
中
、
戦
後
の
激
動
期
を
背
景
と
し
て
一
大
国
民
覚
醒
運
動
を
展
開
し
た
。

社
会
事
業
の
方
面
で
も
力
を
注
が
れ
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）に
早
く
も
名
古
屋
慈
友
会
を
設
立
し
、
寺
院
改
革
を
進
め
、
教
化
事
業

と
し
て
母
子
寮
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
設
立
を
奨
励
し
、
戦
後
も
全
国
佛
教
保
育
協
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

（
佛
教
総
合
大
学
の
実
現
、
第
六
、
九
、
一
四
代
学
長
、
椎
尾
弁
匡
・
・
大
正
大
学
、
国
際
文
化
学
科
、
藤
井
正
雄
著
）
と
あ
る
。

二
、
椎
尾
師
の
「
共
生
」（
と
も
い
き
）
を
発
想
さ
れ
た
当
時
の
社
会
情
勢
か
ら

上
記
の
経
歴
を
挙
げ
た
の
は
、
師
の
共
生
思
想
の
根
源
を
知
り
た
か
っ
た
為
で
あ
る
。
ま
ず
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
生
ま
れ
か

ら
、
開
国
間
も
な
い
日
本
が
欧
米
の
資
本
主
義
経
済
を
取
り
入
れ
、
近
代
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
時
代
で
あ
り
、
師
が
中
学
、
大
学
生
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と
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
た
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）

三
一
年
（
一
八
九
八
）
頃
の
社
会
の
様
子
を
振
り
返
る
と
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
の
三
国
同
盟
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
同
盟
時
代
、
ア
ジ
ア
で
は
清
の
義
和
団
事
件
、
清
フ
ラ
ン
ス
戦
争
、
プ
ロ
シ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
戦
争
、
イ
ギ
リ
ス
は
ビ
ル
マ
併
合
、
日
本
は
清
國
と
の
日
清
戦
争
の
時
代
、
少
な
く
と
も
、
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大

国
の
エ
ゴ
が
前
面
に
出
た
帝
国
主
義
。
こ
ん
な
時
代
に
、
今
、
私
達
が
考
え
る
「
共
生
」
と
は
全
く
別
物
で
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
戦
争
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
悲
劇
、
虐
げ
ら
れ
る
途
上
国
や
そ
の
国
民
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
情
勢
を
見
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛

盾
を
痛
感
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
と
思
う
。
恐
ら
く
椎
尾
師
の
「
共
生
」
の
発
想
は
も
う
少
し
時
代
を
経
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
以
後
、
日
英
同
盟
（
一
九
〇
二
）
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四

一
九
〇
五
）
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
）
と
世
界
の
大

国
が
自
国
の
権
益
を
賭
け
た
強
欲
な
戦
争
時
代
。
こ
の
時
の
椎
尾
師
は
二
六
歳

三
八
歳
の
人
生
の
黄
金
時
代
。
相
反
す
る
自
分
の
思
想

と
社
会
情
勢
。
日
本
は
不
況
、
好
景
気
と
交
互
に
夢
と
現
実
の
交
差
す
る
時
代
。
こ
ん
な
中
で
椎
尾
師
の
考
え
た
「
共
生
」（
と
も
い

き
）
と
は
果
た
し
て
師
が
い
う
善
導
大
師
の
「
往
生
礼
賛
」
の
一
節
「
願
わ
く
は
諸
の
衆
生
と
共
に
安
楽
國
へ
往
き
ゆ
か
ん
」
か
ら
取
ら

れ
て
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
「
佛
教
の
根
本
思
想
で
あ
る
縁
起
の
教
え
を
社
会
に
活
か
す
信
仰
活
動
で
す
」
と
は
当
時
の
社
会
情
勢
の
中

で
は
、
考
え
難
い
現
実
離
れ
し
た
発
想
で
あ
っ
た
の
で
は
と
思
え
る
。
あ
る
い
は
当
時
の
世
界
に
お
け
る
欧
米
の
白
人
達
の
先
進
国
優
越

主
義
に
義
憤
を
感
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
は
、
欧
米
の
宗
教
観
に
比
べ
佛
教
の
柔
軟
性
、
し
か
も
イ
ン
ド
で
起
こ
っ
た
東
洋
の
勝
れ
た
宗
教
観
を
痛
切
に
感
じ
ら
れ
た
時
代

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
徐
々
に
世
界
が
冷
静
さ
を
取
り
戻
し
、
日
本
も
又
、
敗

戦
に
よ
っ
て
宗
教
観
も
根
本
か
ら
見
直
さ
れ
た
。
こ
の
現
実
に
改
め
て
「
共
生
」（
と
も
い
き
）
の
発
想
は
当
初
、
椎
尾
師
が
考
え
て
い

た
レ
ベ
ル
を
一
段
と
高
い
見
地
か
ら
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
化
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
、
椎
尾
師
の
「
共
生
」（
と
も
い
き
）
発
想
の
根
拠
は

椎
尾
師
の
「
共
生
」
の
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て
は
、
以
下
『
佛
教
と
共
生
・
・
般
若
心
経
を
中
心
と
し
て
』（
浄
土
宗
宗
学
研
究
）

よ
り
抜
粋
・
・
・
「
共
生
の
基
調
」
等
何
度
か
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
門
下
の
方
が
編
集
さ
れ
た
師
の
短
文
に
よ
る
「
共
生
」
の
説

明
と
も
言
う
べ
き
「
共
生
法
句
集
」

を
用
い
て
み
た
い
。
ま
ず
「
共
生
と
は
」
の
項
で
、『「
諸
法
縁
起
」
と
は
共
生
の
こ
と
、
如
来
と

呼
び
法
性
と
名
ず
く
る
も
共
生
き
の
大
道
に
ほ
か
な
ら
ぬ
』
と
あ
り
、「
天
地
間
の
総
て
の
物
が
一
つ
に
な
っ
て
生
き
て
い
く
と
言
う
こ

と
が
佛
教
の
大
切
な
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。
生
き
る
世
界
は
な
る
べ
く
一
つ
に
な
り
、
ま
と
ま
っ
て
来
る
に
し
た
が
っ
て
そ
の
力
が
、
よ

く
現
れ
る
。」
と
い
う
。
そ
の
「
共
」
と
は
「
縁
起
」
の
「
縁
」
を
表
現
す
る
言
葉
で
、
佛
教
で
は
、
煩
悩
生
起
の
説
明
と
な
る
十
二
因

縁
、
業
感
縁
起
な
ど
あ
る
が
、
む
し
ろ
実
相
縁
起
、
一
念
三
千
の
考
え
で
、
諸
法
実
相
の
中
に
法
、
一
つ
の
も
の
の
絶
対
的
客
観
、
逆
に

実
相
す
べ
て
を
自
己
の
一
念
に
絶
対
的
主
観
を
「
一
つ
と
な
っ
て
」「
一
つ
と
な
り
」
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
生
き
る
こ
と
は
ま

と
め
て
言
え
ば
、
先
ず
一
つ
よ
り
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
別
々
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
部
分
だ
け
の
姿
だ
け
で
あ
る
。
確

か
に
別
々
の
姿
を
持
っ
て
お
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
別
々
に
な
っ
た
の
で
は
、
も
う
生
き
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。」

と
「
一
つ
の
生
き
る
」
を
強
調
し
、
時
間
的
に
も
「
今
生
き
る
と
は
過
去
何
十
年
間
か
の
私
の
将
来
に
連
結
す
る
私
を
こ
の
一
呼
吸
が
表

し
て
い
る
事
実
で
あ
る
」

と
考
え
る
。「
一
つ
」
は
、
ま
た
「
総
合
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
一
人
の
全
宇
宙
に
拡
が
る
が
如
く
、
何
人

も
一
切
衆
生
に
よ
り
て
共
生
す
。
・
・
・
故
に
縁
起
の
生
命
た
り
、
無
量
壽
た
り
阿
弥
陀
た

り
、
現
在
の
一
呼
吸
一
挙
手
に
し
て
ま
た
全
宇
宙
た
り
永
遠
の
創
造
た
り
常
寂
光
で
あ
る
。

と
、
こ
の
一
つ
に
全
宇
宙
、
衆
生
が
総
合

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
し
た
が
っ
て
、
共
生
と
は
、
佛
教
の
縁
起
を
い
う
言
葉
で
あ
り
、
世
界
と
自
己
が
一
つ
に
な
っ
て
生
き
て
ゆ
く
こ

と
と
解
さ
れ
る
。（
以
下
略
）

（
知
恩
院
浄
土
宗
宗
学
研
究
所
発
行
「
浄
土
宗
研
究
」
昭
和
五
一
年
度
第
九
号
一
七
七
一
九
二
頁
、
若
干
訂
正
加
筆
す
。）
以
上
参
考
。
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恐
ら
く
構
想
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
で
敗
戦
し
、
改
め
て
世
界
平
和
を
見
直
さ
れ
て
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
え
る
所
も
多
い
。
或
い
は
法
華
経
、
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
を
参
考
に
さ
れ
た
の
で
は
と
思
う
く
ら
い
共
通
点
も
見
ら
れ
る
。

四
、
椎
尾
師
が
善
導
の
「
往
生
礼
讃
偈
」
の
浄
土
思
想
を
共
生
（
と
も
い
き
）
の
根
拠
と
し
て
結
び
つ
け
た
疑
問

一
般
用
語
で
あ
る
「
共
生
」
を
、
仏
教
的
に
「
縁
起
」
と
結
び
つ
け
て
「
共
生
」
を
「
と
も
い
き
」
と
提
唱
し
た
の
は
、
浄
土
宗
の

椎
尾
弁
匡
師
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
仏
教
関
係
の
書
物
で
、
共
生
に
関
す
る
論
考
に
は
、
椎
尾
師
と
「
共
生
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の

を
よ
く
目
に
す
る
。

た
と
え
ば
、『
法
華
学
報
』
に
は
、

「
…
」（
三
四
八
一
頁
）

と
、
あ
る
。

「
共
生
」
と
椎
尾
師
の
「
と
も
い
き
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
本
が
多
い
と
い
う
事
実
は
、「
縁
起
」「
共
生
」「
共
に
生
き
る
」
が
、

古
来
か
ら
の
仏
教
の
通
説
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
証
拠
で
も
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
に
お
け
る
「
共
生
」
を
論
ず
る
執
筆
者
が
浄
土
系
の
場

合
は
、「
と
も
い
き
」
の
提
唱
者
で
あ
る
椎
尾
師
の
説
に
敬
意
を
表
す
る
よ
う
な
意
味
で
椎
尾
説
を
記
述
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
執
筆
者

が
浄
土
系
で
な
い
場
合
は
、「
共
生
」
が
仏
教
的
解
釈
を
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
触
れ
る
際
に
た
だ
椎
尾
説
を
紹
介
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

善
導
の
『
六
時
礼
讃
偈
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
調
べ
て
み
た
が
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
目
録
に
は
『
六
時
礼
讃
偈
』
の
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記
載
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
筆
者
は
浄
土
教
学
の
専
門
家
に
ご
教
授
頂
く
縁
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
椎
尾
説
の
「
共
生
」

「
と
も
い
き
」
が
「
願
共
諸
衆
生

往
生
安
楽
国
」
の
文
が
出
典
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
推
測

す
る
と
、『
六
時
礼
讃
偈
』
の
内
容
は
『
往
生
礼
讃
偈
』
と
同
じ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

も
し
、『
六
時
礼
讃
偈
』
と
『
往
生
礼
讃
偈
』
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
内
容
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
な
ぜ
椎
尾
師
等
が
、
有
名
な
同
じ
善
導
の
作
で
あ
る
『
往
生
礼
讃
偈
』
を
「
共
生
」

「
と
も
い
き
」
の
出
典
と
言
わ
ず

に
、『
六
時
礼
讃
偈
』
を
出
典
と
し
た
の
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
り
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
願
共
諸
衆
生

往
生
安
楽

国
」
を
繰
り
返
し
述
べ
る
『
往
生
礼
讃
偈
』
を
見
て
、
善
導
と
椎
尾
説
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

『
往
生
礼
讃
偈
』
の
内
容
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
一
日
を
、
日
没
・
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
・
農
朝
・
日
中
と
、
六
つ
（
六
時
）
に
区
分

し
て
、
一
日
六
回
、
極
楽
間
往
生
を
願
う
行
者
の
弥
陀
に
対
す
る
帰
命
と
往
生
の
願
い
の
偈
文
で
あ
る
。

「
一
切
衆
生
を
勧
め
て
、
西
方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
し
む
る
六
時
礼
讃
の
偈
」
と
い
う
文
で
は
じ
ま
り
、
昭
和

新
纂
國
訳
大
蔵
経
（
宗
典
部
第
九
巻
二
七
七

三
二
四
頁
）
で
は
四
十
八
頁
の
分
量
で
あ
る
。

ま
ず
、
六
時
の
最
初
で
あ
る
日
没
に
礼
拝
す
る
、
一
十
九
拝
の
内
の
第
一
偈
を
見
て
み
る
。

南
無
釈
迦
牟
尼
仏
等
一
切
三
宝

（
第
一
行
）

我
今
、
稽
首
し
て
礼
し
た
て
ま
つ
る
、
廻
願
し
て
無
量
寿
国
に
往
生
せ
ん

（
第
二
行
）

と
あ
る
。

第
二
偈
は
、
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南
無
十
方
三
世
尽
虚
空
遍
法
界
微
塵
刹
土
一
切
三
宝

（
第
一
行
）

我
今
、
稽
首
し
て
礼
し
た
て
ま
つ
る
、
廻
願
し
て
無
量
寿
国
に
往
生
せ
ん

（
第
二
行
）

第
三
の
偈
は
、

南
無
西
方
極
楽
世
界
阿
弥
陀

（
第
一
行
）

我
今
、
稽
首
し
て
礼
し
た
て
ま
つ
る
、
廻
願
し
て
無
量
寿
国
に
往
生
せ
ん

（
第
二
行
）

第
四
の
偈
は
、

南
無
西
方
極
楽
世
界
無
量
光
仏

（
第
一
行
）

願
わ
く
ば
諸
の
衆
生
と
共
に
尽
く
帰
命
せ
ん
、
故
に
我
頂
礼
し
て
彼
の
国
に
生
ぜ
ん

（
第
二
行
）

以
下
、
第
五
偈
か
ら
第
一
十
九
偈
ま
で
は
、
第
三
偈
、
第
四
偈
の
第
一
行
と
同
じ
様
に
阿
弥
陀
に
該
当
す
る
偈
が
十
二
偈
、
観
音
、
勢

至
、
諸
菩
薩
に
な
っ
て
い
る
偈
が
各
一
あ
る
。
第
二
行
は
文
言
は
多
少
の
異
は
あ
る
が
、「
願
共
諸
衆
生

往
生
安
楽
国
（
無
量
寿
国
）」

は
各
偈
に
共
通
し
て
い
る
。

次
に
六
時
の
内
、
初
夜
に
礼
拝
す
る
二
十
四
拝
の
第
一
偈
は
、

南
無
至
心
帰
命
礼
西
方
阿
弥
陀
仏

（
第
一
行
）

弥
陀
の
智
願
海
は
深
広
に
し
て
涯
底
無
し

（
第
二
行
）

名
を
聞
い
て
往
生
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
皆
悉
く
彼
の
国
に
至
る

（
第
三
行
）

願
わ
く
ば
諸
の
衆
生
と
共
に
、
安
楽
国
に
往
生
せ
ん

（
第
四
行
）
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で
あ
り
、
こ
の
第
一
行
と
第
四
行
は
、
初
夜
礼
拝
の
二
十
四
拝
の
各
偈
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
行
の
阿
弥
陀
仏
の
個
所

に
、
観
音
、
勢
至
、
諸
菩
薩
に
な
っ
て
い
る
偈
が
各
一
あ
る
が
、
第
四
行
は
各
偈
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
、
中
夜
の
一
十
六
拝
の
偈
、
後
夜
二
十
拝
の
偈
、
農
朝
二
十
一
拝
の
偈
、
日
中
二
十
拝
の
偈
に
も
、
第
一
行
と
第
四
行
は

各
偈
と
も
に
同
じ
で
あ
り
、
た
だ
し
第
一
行
の
同
異
は
初
夜
と
同
様
で
あ
る
。

筆
者
の
数
量
集
計
の
間
違
い
も
あ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
右
の
こ
と
か
ら
、

日
没

十
九
箇
所

初
夜

二
十
四
箇
所

中
夜

一
十
六
箇
所

後
夜

二
十
箇
所

農
朝

二
十
一
箇
所

日
中

一
十
箇
所

合
計

百
二
十
箇
所

つ
ま
り
、
六
時
礼
讃
の
法
要
の
際
に
と
な
え
る
す
べ
て
の
礼
拝
偈
に
、「
願
共
諸
衆
生

往
生
安
楽
国
（
無
量
寿
国
）」
と
同
意
の
偈
文
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。

善
導
が
『
往
生
礼
讃
偈
』
を
作
っ
た
目
的
は
、
浄
土
教
の
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
て
、「
願
わ
く
ば
諸
の
衆
生
と
共
に
、
安
楽
国
に
往
生
せ

ん
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
善
導
の
「
願
共
諸
衆
生

往
生
安
楽
国
」
を
出
典
と
し
て
、「
縁
り
て
起
こ
る
」

「
共
に
生
き
る
」
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「
と
も
い
き
」
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
善
導
の
主
張
と
は
異
な
る
。

達
意
的
解
釈
と
言
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
仏
教
の
縁
起
説
と
一
般
語
の
共
生
を
強
引
に
結
び
付
け
た
作
為
的
こ
じ
つ
け
解
釈
と
言
っ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
善
導
の
文
を
典
拠
と
す
る
な
ら
ば
、「
共
に
往
生
す
る
」

「
共
に
往
く
」

「
と
も
い
き
」
な
の
で
あ
っ
て
、

「
共
生
」
で
は
な
く
「
共
往
」
と
す
る
べ
き
で
あ
り
、
現
代
語
の
共
生
の
義
は
な
い
。

椎
尾
説
の
よ
う
な
語
呂
合
わ
せ
的
解
釈
は
、
我
田
引
水
で
、「
縁
起
」
の
概
念
を
著
し
く
偏
っ
た
意
味
に
お
い
て
使
用
す
る
も
の
で
あ

り
、「
縁
起
」
の
概
念
を
誤
解
さ
せ
る
種
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
思
う
。

五
、
現
代
の
多
様
世
界
を
共
に
生
き
る
（
共
生

き
ょ
う
せ
い

と
も
い
き
）
を
法
華
経
、
日
蓮
聖
人
の
「
立
正
安
國
」
に
結
ぶ
と

今
日
の
世
界
の
情
勢
、
特
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
宗
教
戦
争
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
同
じ
イ
ス
ラ
ム
で
あ
り
な
が
ら
イ
ラ
ク
の
シ
ー
ア
派

と
ス
ン
ニ
派
の
悲
惨
な
争
い
、
同
じ
共
産
主
義
で
あ
り
な
が
ら
中
国
、
北
朝
鮮
と
の
差
、
ま
し
て
レ
バ
ノ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
等
、
世
界
に

争
い
の
絶
え
な
い
二
一
世
紀
の
「
共
生
」
と
は
何
を
基
準
と
す
る
の
か
。

時
間
の
か
か
る
世
界
の
平
和
で
あ
る
が
、
今
更
な
が
ら
、
佛
教
、
と
り
わ
け
日
蓮
聖
人
が
示
さ
れ
た
「
立
正
安
国
論
」
の
如
く
法
華
経

こ
そ
末
法
の
良
薬
と
残
さ
れ
た
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
「
お
題
目
」
を
も
っ
て
「
共
生
」（
き
ょ
う
せ
い
・
と
も
い
き
）
の
根
拠
と
せ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
べ
た
と
思
う
。
そ
し
て
日
本
、
世
界
の
佛
教
徒
と
共
に
「
法
華
経
」
の
教
え
を
広
め
、
一
段
と
次
元
の
高
い

「
共
生
」
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
代
が
来
て
い
る
。

（
以
上
、
平
成
一
八
年
九
月
六
日

七
日
開
催
「
平
成
一
八
年
度
第
三
十
九
回
中
央
教
化
研
究
会
議
」
第
一
分
科
会
、
現
宗
研
研
究
調
査
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事
項

現
代
と
教
学
・
・
・
共
生
と
は
）


